
　宗岡地区は土地が低く、昔は少しの雨でも洪水になりやす
い地域でした。江戸時代、水害を防ぐために宗岡全体を土手
で囲む惣囲い堤が考案され、荒川沿に「荒川大
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」、新河岸
川沿に「新河岸川除
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」が築かれました。そして、
南畑との境に「佃堤」、内間木との境に「新
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に「中
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」の二重の堤防が築かれ惣囲い堤が完成しました。
　いろは樋を掛け、宗岡にうるおいを与えて、日照りの害を
防いだ白井武左衛門は、水害防止にも貢献し、名

な
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ぬし

によって
建てられた供養塔が下宗岡にあります。
　現在は大きな道路になり、宗岡第二中学校の脇を走る新田
場堤も、宮戸橋につながる中堤も、それらが惣囲い堤と分か
る人は少なくなっていることでしょう。
　水害防止には、堤と同様樋門も大切な役目があります。樋
門は堤防を横切る通水路で、扉をつけて水位を調節する機能
をもっています。
　市内には４つの樋門
があり、新田場堤には
宗岡第二中学校のテニ
スコート脇にある篭

かご

嶌
し ま

門
も ん

樋
ぴ

があり、石造りの
アーチ型としては県内
唯一です。
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第 29回　惣
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う想いを込めてエールを送りました。コロナ禍の影響に
より３年ぶりの登壇となりましたが、大人として歩み出
した彼らの真剣に耳を傾ける姿勢や、社会人としての自
覚が芽生えはじめた力強い視線に、私自身も励まされた
ような気持ちになりました。
　さて、現在、令和５年度予算編成も大詰めを迎えてい
ます。予算編成がはじまった段階では、物価・原油価格
の高騰の影響などにより、各部局からの支出要求額は
285億円まで上る一方で、その財源となる市税や国・県か
らの補助金などの収入の見込みは230億円となっており、
すべての事業を行うためには55億円が不足している厳し
い状況でありました。
　しかしながら、コロナ禍による閉ざされた空間で、ど
のような支援ができるのか把握しづらい中においても、
市民の皆さまの笑顔につながる事業を充実させていくた
め、市民一人ひとりが心の中にどのような問題を抱えて
いるのか、その課題解決に向けて何ができるのか…想像
力をしっかりと働かせながら必要となる予算は着実に計
上していかなければなりません。
　さらには、新庁舎に続き、新たな市民の集いの場、そ
して、にぎわいの創出の場として市民力を育む重要な役
割を担う一大プロジェクトである、市民会館及び市民体
育館の複合施設の整備をはじめとした志木市の元気・活
気につなげるための事業を進めていくことも重要です。
　志木市で生活をする誰もが夢と希望を持って活躍でき
るまちを実現するため、３月議会の上程に向け、目下、
懸命に予算案と向き合っています。

　新年最初となる「以心伝心」を気持ち新たに原稿をした
ためる中、志木市では１年のスタートを切るのにふさわ
しいイベントが１月に開催されました。
　まず、１月８日に新庁舎に移転してから初となる「志
木市消防出初式」をグランドテラスにて開催しました。
出初式では、志木市の消防団、消防署、自警消防隊が一
堂に会し、救出・救護訓練や一斉放水など日々の訓練の
成果を披露され、改めて消防に関わる皆さんの弛まぬ努
力が大規模な火災を未然に防ぎ、令和４年において朝霞
地区４市の中で、志木市の火災発生件数が一番少なかっ
たという確かな結果に結び付いていると実感しました。
　また、１月９日の成人の日には、市民会館パルシティ
で「志木市はたちの記念式」が晴れやかに開催されまし
た。当日は、令和４年度に20歳を迎えられた731人の皆
さんへ、これからの志木市の未来、そして日本の未来を
支えていく、大人としての責任と自覚を新たに、コロナ
禍をはじめとする幾多の困難がこれから待ち受けようと
も、恐れることなく夢に向かって羽ばたいてほしいとい
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市民の笑顔につなげる予算編成


